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はじめに
　花粉は種子を作る本来の役割以外でも、栄養食品としての利用や花粉症など私たちの生活に身
近なものになっているが、その小ささゆえに、ふだん花粉の姿かたちを見ることはほとんどない。 
　私も花粉症に悩む者の一人として、その姿をよく見てみたいという興味もあって、ひとはく
セミナー「植物リサーチクラブ」のテーマとしてこの３年間花粉に取り組んできた。
　昨年の「第４回共生のひろば」では、撮りためた花粉の写真を一同に展示する形で報告を行った。
　本年は、その後さらに観察した分を加えた１６１種の植物の花粉について、サイズの違いや花粉
型、表面模様の特徴、送粉様式との関係などについて解析した結果を報告する。
　
花粉を観た植物１６１種の内訳
　・木本１１１種、草本５０種
　・裸子植物３種、被子植物１５８種（単子葉植物１９、双子葉植物離弁花類９１、同合弁花類４８種）
　・科別では、バラ科（１６種）、スイカズラ科（１２種）、キク科（９種）、ユリ科（９種）、マメ科（７種）
　　ユキノシタ科（６種）、トウダイグサ科（５種）、モクセイ科（５種）など、全６９科
　 
観察方法
　スライドグラスに花粉をのせ、グリセリンゼリーとサフラニン（染色液）を各一滴ずつ落と
してかきまぜ、カバーグラスをかけて封入する。さらにカバーグラスの周囲を透明のマニキュ
アでシールし、検鏡した。撮影には、人と自然の博物館の顕微鏡撮影システムを使用した。

結果のまとめ
１．サイズ
　＜観察した花粉の大きさ＞　
　　・半数以上は中粒の大きさ（０．０２５～０．０５勺）
　　　であった。
　　・アオイ科のタチアオイ、ムクゲ、フヨウが
　　　０．１５～０．１９勺で最も大きかった。
　　・最も小さかったのは、ヤマルリソウやカテ
　　　ンソウで約０．０１勺であった。

　＜花の大きさとの関係＞　
　　・大小トップ１０どうしの花粉を比べると、
　　　大粒花粉の花は大きく、小粒花粉の花は
　　　小花が多かった。
　＜開花期との関係＞　
　　・大粒トップ１０は夏に花が咲くものがほと
　　　んどで、小粒トップ１０は４～５月または
　　　秋に開花期のあるものが多かった。
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 ＜最大のムクゲと最小のヤマルリソウ
　　を同じスケールで比べると・・・＞
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２．花粉型
　花粉の形はいろいろな方法で分類されているが、主として単粒か複粒かの外形、花粉管が伸
びるための出口として花粉膜にできた発芽口の形や数、場所の違いなどによって類別されている。
　ここでは、日本で最初に発行された花粉のモノグラフ「日本植物の花粉」（幾瀬マサ　１９５６）
の分類法に従って、観察した１６１種の花粉型を分類してみた。

（写真中のスケール：ミョウガ、タチアオイ、フヨウ、メマツヨイグサは１００μｍ、他は５０μｍ）
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＜複粒タイプの花粉＞
・花粉粒ができる過程で、分離して単粒にならずくっつき合ったままになっ
ている。

・観察した中では、ツツジ属はすべて４集粒、またネムノキは１６個が連結し
た集合粒で、少し力を加えると単粒に分かれた（→右写真）。

３．送粉様式
＜風媒花の花粉＞
・サイズは中粒以下でやや小さめのものが多い。
・形はほぼ球形で、表面の凹凸や粘着性はない。
・マツ科の花粉（写真はアカマツ）　は風船に似た気嚢をもち、風に飛びやすい形をしている。
＜虫媒花の花粉＞

・サイズは大粒から小粒までさまざま。
・形もさまざまで、表面に突起や凹凸、粘着性が　ある等、虫に運ばれやす
い形をしている。

・風媒に比べて花粉量も少なくて済み効率的。
・（写真）表面に刺のあるツワブキ（キク科）と
　粘着糸をもつモチツツジ、コバノミツバツツジ（ツツジ科）．
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＜最も多かった花粉型は＞　
・観察した花粉の約７０％は、赤道上に溝また
　は溝孔型の発芽口をもつ６型で、中でも３
　個の溝（孔）をもつものが最も多かった。

＜植物の系統分類との関係＞　
・裸子植物や単子葉植物は、発芽口が無いか
　単数の１～３型が多く、双子葉植物は９５％
　が複数の発芽口をもつ４～６型であった。
　また双子葉植物の中でも合弁花類は９０％が
　６型であった。

（写真中のスケール）５０μｍ（０．０５勺）．
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４．表面の模様
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（写真中のスケール）
　サザンカ（細網状）は20μｍ(0.02勺)、他は50μｍ(0.05勺).




